
令和３年度 鹿児島市立武中学校 グランドデザイン

◆学校経営の重点
①学力定着に向けた授業改善，主体的学習態度を育む指導 ②時や場所を考えて適切に判断し，行動できる力を育む指導

③安全意識を高め心身の健康を育む指導，部活動の活性化 ④諦めずに取り組む心や自他を大切にする心を育む指導

⑤一人一人の進路目標達成に向けた指導 ⑥教育の情報化の推進，情報モラルの遵守指導

⑦信頼される学校を目指した取組，業務・職場環境改善の推進 ⑧地域を生かした教育，鶴岡第二中学校との交流推進

鹿児島市教育振興基本計画【取組の視点】

・知識等の習得

・学校，家庭，地域の連携強化

・社会形成への主体的参画

【めざす学校像】
①礼を正し，場を清め，時を守る，明るく活力に

満ちた学校

②生徒・教師ともに自ら気づき，考え，粘り強く

実践する学校

③学校・家庭・地域社会が一体となって生徒の

健全育成に努め，地域に開かれた学校

④教師と生徒の心が通い合い，秩序と節度が保

たれている学校

夢の実現に向け自ら考え，互いに認め合い学び合い成長する，心身ともに健康な生徒の育成

■学校教育目標

【めざす生徒像】
①自主…人として正しいことを自ら考え実践し（敬天），

学び合いをとおして成長する生徒

②協同…自分とともに周りの人の大切さを認め（愛人），

協力して他の人のために行動できる生徒

③永続…武中生としての誇りを受け継ぎ，夢実現のた

めに粘り強くやり抜く生徒

④健康…心と姿勢を正し（立腰），たくましく行動できる

気力と体力を培う生徒

【めざす教師像】
①使命感と熱意にあふれ，生徒の夢

実現のために努力する教師

②生徒の心を理解し，保護者・地域

社会からも信頼される教師

③連携・協力して明るい校風づくりに

努める教師

④専門職としての力量を高め，業務

改善にも努める教師

教育基本法・学校教育法

学習指導要領

・教科等の基礎的・基本的知識・技能

・他者を認める力

・コミュニケーション力

・健康・安全に関する知識・技能

・自ら考え，吟味し，他者へ説明する力

・よりよい人間関係を築き，協同する力

・体力の向上，健康保持に必要な要件を見出す

力

・体験や自信を基に学びへの意欲を高め，態度

を身に付ける

・自尊感情を高め，互いに成長する態度を身に

付ける

・よりよい生活をめざした習慣を身に付ける

社会に開かれた教育課程の実現

★何ができるようになるか〈育成をめざす資質・能力〉

学びに向かう力，人間性等の涵養思考力・判断力・表現力の育成知識・技能の習得

■ 教 育 活 動 等 の 実 践

目標「鹿児島学習定着度調査等で各教科市平均以上の結果を得る，家庭学習評価を高める」

・共通実践項目，研究授業をとおした授業改善

・「立腰」で始まる学業指導の共通実践

・読書に親しむ活動の充実

・特別な配慮を必要とする生徒への支援の充実 等

目標「不登校状況を改善（数の減少）［一学校

一改革］，自己有用感を高める」

・いじめ問題，不登校生等への組織的対応

・生徒会が主体となる活動の推進

・生活指導（校則等）の見直し 等

学習指導の充実 生徒指導の充実

目標「体力・運動能力調査で県平均以上の項

目を増やす，学校外事故をゼロにする」

［一校一運動］短距離走・持久走

・感染症対策（新しい生活様式）を踏まえた教

育環境の整備・改善 等

目標「道徳科の学年部での円滑な運営，いじめ

問題の早期発見・早期解決」

・「考え，議論する道徳」の授業

・自己・他者の命，人権を守る体験的活動

・生徒のよさを認め合う校内設営 等

目標「生徒一人一人が進路目標を設定する」

・キャリアパスポートの計画的活用と一人一人の

進路目標設定

・職場体験活動や職業人講話等をとおした勤

労観・職業観の育成 等

保健・安全指導の充実 道徳教育・人権教育の充実 キャリア教育の充実

目標「全教科でのタブレット活用，ＳＮＳトラブルの解

消」

・教職員のＩＣＴ利活用能力の向上

・情報モラル遵守の日常的指導 等

目標「教職員の不祥事ゼロ，業務改善アクションプラ

ン評価結果向上」

・１Action，１Tryの達成 等

目標「地域等の評価結果の向上，小中教職員

の相互訪問実施」

情報教育の充実
信頼される学校を目指した取組の充実，業務・職

場環境改善の推進
地域を生かした教育の推進，鶴岡第二

中学校との交流推進

学校評議員評価，教職員評価

保護者評価，生徒評価

◆学校評価等による改善

ＰＴＡ活動（親子作業），地域行

事参加 等

保護者・地域等との連携・協同

小中連携研修会（年３回）

武小・田上小との連携
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